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(57)【要約】

【課題】圧延によるカーボン系フィラーを添加した高い機械特性と導電性を兼備する樹脂

複合材料の製造方法を提供する。

【解決手段】熱可塑性樹脂とカーボン系導電性フィラーの混合物において、カーボンフィ

ラーの添加総量を１～２０ｗｔ％に調整し、圧延加工温度が室温～融点（或いは軟化点）

以下２０℃で、圧延率が１０～８０％の条件で圧延することによる導電性樹脂複合材シー

トの製造方法である。表面抵抗率が１０
１ １
～１０

０
Ω／ｓｑの導電性樹脂複合材シート

が得られる。カーボン系導電性フィラーとしては、導電性カーボンナノチューブ、熱可塑

性樹脂としては、ポリ乳酸などの生分解性樹脂を用いることができる。

【選択図】なし 10
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